
快適で効率的な白ネギ調製作業に向けた取り組み 

 

八頭農業改良普及所 

１．取組の背景 

八頭普及所管内では、白ネギは収益性の高い水田転換作物として生産

者及び面積が増えつつあり広がりが期待できる作目である。しかし、白

ネギ栽培では、調製作業が労働時間の半分以上を占め、負担が大きいた

め効率的で快適な作業改善が望まれている。特に、新規栽培者は効率が

悪く、支援が必要である。 

そのため、白ネギ調製作業の工夫や労働負担軽減等の改善を図り、快

適で効率的な作業環境となるよう活動を行った。 

 

２．活動内容 

（１）調製作業の実態把握と改善支援、効果確認 

   重点農家を選定し、作業場の

レイアウト、作業手順、作業時

間、照度、騒音、作業台や椅子

の高さ等について調査を実施

した。調査結果をチェック表

（表１）にまとめ各農家へ返し、

良い点、問題点を提示し、改善

に向けて助言を行った。改善さ

れた農家へ改善後の作業時間、

出荷箱数、身体負担軽減の満足

度、感想等を聞き取りした。        

（２）新規栽培者への支援 

   鳥取普及所・ＪＡ鳥取いなば

担当者と新規栽培者向けのマ

ニュアルについて検討し、作業

の流れとポイント、必要な機

械・器具、快適で効率的な作業

環境、作業の工夫事例について

記載した「白ねぎ出荷調整作業

マニュアル」（図１）を作成し

た。新規栽培者講習会等で配布

し説明を行った。 
図 1 出荷調整作業マニュアル 

表 1 調査結果チェック表 
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（３）快適な作業環境の啓発 

 ア 作業台車の紹介 

農家が考案した台車をもとに、簡

単で丈夫な台車「なんちゅう！楽ち

ん台」（写真１）を製作し、台車作

製のための資料（材料、価格、手順）

を作成した。指導会等で紹介し、貸

し出しを行った。 

イ 防音保護具の着用効果確認 

  耳栓を使用して作業した場合と使

用せずに作業した場合のストレスチ

ェックを唾液アミラーゼ測定で行っ

た。 

ウ 指導会等での啓発  

指導会、研修会等で実態調査の結果、改善された事例、優良事例等の

紹介を行った。 

（４）集荷場の実態調査と改善支援 

 ある生産部で白ネギ集荷場が暗いという声があり、集荷場の照度測定

等実態調査を行い、改善策の検討を行った。 

 

３．具体的な成果 

 （１）我が家の問題点が認識され、改善につながった 

29 戸の実態調査では、生産部や農家によって手順や方法は様々であり、

照度不足、騒音対策がされていないなど、どの農家にも何らかの問題が

あったが、調査結果を各戸に返したところ、我が家の問題点が認識され、

半数以上（16 戸）の農家で照度確保、騒音対策、作業の高さ変更、レイ

アウトの変更などの改善が行われた。改善された農家からは、作業がし

やすくなった、改善してよかった、楽になったという声が多かった。作

業の高さを変更した農家では、腰の痛みがなくなったという声もあった。 

（２）快適な作業環境への関心が高まった 

調査結果、改善事例、優良事例等を紹介したところ、徐々に質問が出

るようになり、自分の体験談、改善例を紹介するなど、意識向上につな

がった。 

「なんちゅう！楽ちん台」を貸し出した農家では、台車導入をきっか

けに作業姿勢、騒音対策、照度確保など様々な改善が行われた。改善後

の聞き取りでは、疲労度が少ない、楽になったなど身体的負担が軽減し

写真 1 なんちゅう！楽ちん台 
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たという感想であった。 

防音保護具の着用効果確認では、耳栓を使用していない場合のストレ

ス度は高く、防音保護具の効果が確認できた。 

また、各農家の優良事例等への関心は高く、ある生産部では品質の良

いネギを出荷するために、全戸の照度測定の要望があがり、調査を実施

した。その結果、照度が 500 ルクス以上の明るい作業場が多くなった。 

新規栽培者は、出荷調製作業マニュアルを参考に自分で作業場レイアウ

トや作業手順を考えたり、作業場を見に来て欲しい、照度を測って欲しい

などの要望もでてくるようになった。 

 

４．農家等からの評価・コメント（八頭町Ｉ氏） 

 作業場のレイアウトや明るさについて、いろいろ相談できたのでよかっ

た。他の農家の様子や工夫がわかり参考になった。今後もいろいろと改善

していきたいと考えている。 

 

５．現状・今後の展開等 

 調製作業の実態調査により我が家の問題点が認識され、一部改善された

が、さらなる改善への支援や改善効果の確認を行う必要がある。また、新

規栽培者へは引き続き出荷調製作業マニュアルをもとに効率の良い調製作

業となるように支援を行っていく必要がある。また、生産部全体に改善事

例、優良事例等を紹介し、さらなる意識啓発を行っていく必要がある。 

  

（執筆者：北山 小百合） 
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